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アメリカ合州国における林業と環境保全運動(3 ) 

ーニューヨークナ1'1での保全運動の展開一

伊藤太一

Forestry and Conservation Mov巴mentin the United States (3) 

ーωTheDev巴lopmentoi Conservation in the State of N ew Y ork-

Taiichi ITO 

嬰 旨

自然柴を評価する機連がいち早く高まったニューヨークナトlでは. 191仕紀後半・にナイアガラ滋布

とアディロンダック山地の保全が同時に進行した。しかしながら，ナイアコゲラ滋布は既に多くの

人に知られた名勝となっていたため，その風致の線全が比較的円滑に受け入れられたのに対して，

広大なi萌績にわたり私有地が分散するアディロンダック11lJlhにおいては利容の制整が陣織であっ

た。そのため，そのj孔致ではなく運河の水利を保全するという功利主義的な考え方から保全が始

まった。しかしながら，問機に功利的な林業は，伐採だけの製材梁と混同され， 1895年のナ1'1議法

のいわゆる「永久に自然に (foreverwild) J条項で，森林に手を加えることが…切首定された。
このことからアディロンダックの保全述動は世論を動かす論理としてはコンサベーションを目的

としていたが，運動推進者の感情にはプレザベーションのJ思いがあったと考えられる。

1.はじめに 1)

19世紀半ば畷からアメリカにおいて自然環境の保全に対する関心が茅生えてきた。その動機は

2 穂~~~に大加される。まず ~i古が安定してきた結果，自然環境が開拓を通じて叡j服する対象か

ら卒受する対象に変化したことがあげられる。これは特に都市化による生活環境の悪化と自然の

喪失によって助長された。その例としてコール (ThomasCole)やその弟子のチャーチ (Frederic

Edwin 'Church)らのロマン主義絵闘の降臓があげられる。それまで人間の手が加わった問問的

自然が絵闘の対象であったのに対して，彼らは荒々しい手つカづεの自然に崇i認な英を見出し.tlli 

き始めた。

もうひとつの関心は環境の怒化にともなう生活基盤の破壊への危機感に関わっている。前者が

点としての名!惨などの特定のJIh阪をその保全の対象としてとらえたのに対して，後者においては

閣として広がりをもった地域が対-象となっていることが特色としてあげられる O ヨド論ではほほ同

時期にニューヨークナト|内で探会が進められたナイアガラi暴布 (NiagaraFalls)を前者の事例とし

て概説するとともに，その発援形態としてのとしてアディロンダック IJI地 (Adirondack
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Mountains)の保全を後者の事例として検討する。

2.ナイアガラ操布の保全

ニューヨーク州とカナダのオンタリオナHの境界に佼i註するナイアガラ滋布へは1820年代から旅

行者が訪れるようになり，その後初年 IHJ にその数は10倍によ~l1JIlし，観光が地域の絞大の農業となっ

たにしかしながら，次第にナイアガラ様布のI~È裂にすぐれた場所が私有化され， 18601f.頃まで
にはそれらの地点に欄が強りめぐらされ，入口lこは料金徴収小躍が並ぶようになった。また，観

光民主ILやこと遊物売，がイ Fなどが旅行者に付きまとったにこのような妖勝の私有化とその商業

主義に対する反発からナイアガラ公開の設立運動が展開された。

2. 1 保全運動の誕B~r" 5) 

1832年にコーク(芯.1'¥Coke)が初めて沌の保全を主摂したとされるが，その考えを臨めたの

は岡家のチャーチであった。彼は1856年にナイアガラに米て，“HorseshoeFalls"という有名な

作品のスケッチを:tUiいている。この際，彼は商業主義によるナイアガラ滋布間辺の佼食に悩まさ
れ，公開化の考えを拙いた。彼はさ当時すでに著名な泊i家として，その布力な人JI民を通じての社会

的影響力が強かった。…方，その知人でもあるオルムステッド (FrederickLaw Olmst吋)は幼

少の煩からナイアプfラを訪れていたことに加えて，当時ナイアガラに近いパップアローで公閣官1-

捌に撚わっていた。このようにナイアガラ滋布を頻繁に訪れる機会があった彼は40数年!日jの変貌

を痛感したにちがいない。その惨状に胸を痛めた彼は1869年8月7日に 1，--…シャイマー (William

Dorsheimer)やリチヤードソン (HenryH. Richardson)なと。の有力な知人に保全を持ちかけて

いる。その翌翌日にはセントラルパーク設計-の擦のパートナーでもあるヴォクス (Calv也氏 Vaux)

も加わった。

カナダのダブァリン (LordDufferin)品合iまからの協力依頼もあり， 187911:' 1月7日にロビンソ

ン (Robinson)ニューヨーク州知事はオンタリオ州の代表も加えてナイアフゲラの係会計磁の策定

を州の委員会 (Commissionersof the Statεof New York)に裂前した。この委員会からレポート

の作成を依頼されたオルムステッドと州地質綿査問のガーディナ…(JamesT. Gardincr)は5

月28日にナイアガラ様布を訪れている O オJレムステッドはその報告議ーに対する委員の賛同を 9)，l 

27Bには得たと記している。ガーディナーは， 1864年のヨセミテの州立公i潤化， 1872年のイエロー

ストーン国立公関設立を引き合いに出して州政府による保全をうながした。また，オルムステッ

ドは土地を鼠取り，現存の建物を撤去し，公関や人工的なi期いは作らないことという保全方針を

提案してい.:60

1880年3月米にそのレポートが公表され，著名人らが賛同した。これらの人物によって提起さ

れた保全述動は多くの人の文持を得るにいたり， 1880年にはニューヨークナ'"談合にナ1'1保溜J也

(state reservation) としての土地11又用に閲する法案が提出された。しかしながら，その後コー

ネル (AlonzoB. Cornell)知事の然関心のために停滞した。コーネjレ知事は悶際的な公開に対し

てナ1-1が支出することに戸j窓しなかった。そこで保全維進1QUは新開などを利用してキャンベーンを

展開した。 1881年夏にナイアフゲラ滋布で関111iされた銀行家の会議でもオルムステッ Fらの保全計

閥は文持されている。

オルムステッドの袈請によって1883年 l月11日にはナイアガラ滋布協会 (NiagaraFalls 

Association)が結成された。 1882年には知事がクリーブランド (GloverCleveland) となり，
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1883:fドにふたたび保留泌を設位する法案が提出された。同院を通過した法案が1883年4月初日に

クリーブランド知事Jこよって署名され 5人の委員が任命され， 6 J']にはオjレムステッドとガー

ディナーの援が推薦された。

，協会の強力な活動の結来，土地の買収資金を得るための公債発行法案は1885$4月初日

にヒJレ(DavidB. Hill)知事によって場4ちされた。対立関係にあるグリーン (AndrewH. Green) 

が委員になったためオルムステッドの計翻案策定への参繭が危ぶまれたが，委員会は1886年10月

6日オルムステッ!ごとヴォクスにナイアガラの保全計画を袈請した。 1887:fドにはナイアガラの景

観を復元する彼等の栄治汚A示された。オlレムステッドの案はi当然状態の後先を第一として，人工
的なものを抑il1iJしている6・に
これを受けて 5人からなる委員がその土地の選定を行ない， 166.7haが選ばれ，そのうち買収

する土地の収用手続を含む評価Ii額は$1，452，810.40となった。問年7月1513にはこの地区がナ1'1保

留地 (NewYork State Reservation)として公開された。なお180611三からナトiが払い下げたナイア

ガラ議布j詞辺の土地収用までにはその後初年を要した。

カナダでも，滋布のj詞辺の術業化を憂:[i者:して187311三に政府が委員会 (RoyalCommission) 

を役立したが，何も進展しなかった。画家チャーチはナイアガラ)11がカナダとの関壌となってい

ることから，間際協力の必嬰粧を感じて，カナダのダファリン総務にコンタクトをとった。それ

を受けて，ダッブァリン総管は1978年にナイアガラの間際公悶 (internationalpark)化をオンタ

リオ州とニューヨーク州知."I:JHこ呼びかけた。しかしながら，同年に彼の任期が終了したため彼は
婦問した。

上述したようにニューヨーク州知事ロビンソンはその考えを支持し，州委員会がオルムステッ

ドとガーディナーに澗査を依頼した。そのこと地のffiiJl又を含む調査レポートはカナダlft1Jにも支持さ

れたが，カナダ連邦政府かオンタリオナHのいずれが公|劉化を進めるかに|喝してその地域管理機を

巡って対立した。それぞれが相手がその公間化の資崩を負強すべきであると主張したため，進展

が見られなかった。ニューヨークほど財政にゆとりのないオンタリオでは述邦政府による設立を

望んだ。一方述邦政府は特定の地域に予算を注ぐことがl刻難であった。このカナダの邸内事情に

j諮問する捌殺のi港|要性さのため， 1882年までにアメリカ1UUはカナダとの閣際公開化の考えを紘紫し

た。

ダブプリン総慢の後続としてカナダに赴任したローン総'好(theMarquis of Lorne)は1883年

6月にナイアガラ泌布の関説公開化を支持した。しかしながら，ニューヨークナ1'1での公悶化運動

の遊民に刺激されてか， 1885年3月初日にナイアガラ様布公閣法案 (NiagaraFalls Park Act) 

がオンタリオ州議会で成立し， 1886年米には154haの土地と建物の評儲額が$436，813，24と報告

された。強年には公伎の発行によってその費用を賄うことになった。それを受けて1詔88訂7:f年ドにナ列汁州トけ、'1政

}府符削lは立新法案 (ぬQu悦e巴叩nVictoria NiagaraドFal凶IlsAct) をj成』蕊Lじ3立:主Eさせた8.9.川

今臼でで、はオン夕リオオaナ州!トH‘'1印官伎例側lりIIJのナイアガガ‘ラ公際劉iはエ 1リ)-i潟湖M胡jとオオ耐ンタリオi械を結ぶナイアガラ)11の左

岸に添って56kmに渡り，そのmi秘は1，254haに及ぶ。その内容は沌だけではなく遺跡，ゴルフ場，

キャンプ場，マリーナ，水泳ビーチ，レストランやi頚芸学校まで合む総合公開となっている。こ

の点で、オルムステッドの主張した自然状態が維持されたアメリカ側とカナダ1111Jは著しく対照を成

していると誘える川。

2. 2 保全運動の特色

ナイアカ、、ラ議布がアメリカでi政71Jのナ1・1Ji:公i刻となったことは，それがi地と誘う名勝的保全で
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あったが，私有化されたこと虫色を買い取るという前例となった点でその後の環境保全述勤の原点と

もなっている O

もうひとつナイアガラ保全運動で注闘すべき点は， 700人およぶ著名人の場・名を集めたり，マ

スメディアを有効に利期したことからも灘間.されるように，国民的支持を得るためにきわめてモ

ダンな巡動が践|泊された点である。この戦略はその後の保全述勤の展開に大きな路響を及ぼした。

また，オルムステッドをゆ心として組織された有力者が，新1mなどを通じて世論に訴え州政府

を動かすと設う方式で，ナイアガラ滋布の保全が成功したのは，そのij初戦の巧妙さもさることな

がらナイアガラという名勝としての特性と時代が影響を及ぼしている O

この運動が支持された背筑にはアメリ:カの代表的な観光地としての知名度がまずあげられよ

う。 1846年のオレゴン協定および1848年のメキシコ制識によって部部の広大な地域を購入するま

で，アメリカで…番の法勝がナイアプfラ機布であった。その後もグラン V=i'-ャニンやイエロース

トーンに次ぐ銑観として観光客が途絶えなかった。そのためアメリカを代表する観光地として

ヨーロッパからの観光客も迎えていた。彼らによるその商業主義に対する批判は良識あるアメリ

カ人にとって茸の痛いものであったにちがいない。さらに，人口密度の高いW:tfllの諸都市からの
近接'1生ため，多くの人々がその実体を知っていた。たとえば，前述したようにオルムステッドも

6オの時から何度も訪れてその変貌もつぶさに畷解していた。

このようにナイアガラという人口にl防災した場所であったが故に，保全に対する賛l湾も容易に

得られた。また，展望台を占有する人々はそこを訪れる綴光容に比してきわめて少数で，かつ政

治力も持ち合せていなかった。これに対して，水力を利用した製材工場や，後に問題となる水力

発'越はその恩恵を享受する人々も多数で，政治力も大きいため，この景観と経済の対立は;複雑に

なる。

3.アディロンダック地域の保全(表-1 ) 

1892年にニューヨークナH北部に州議会でilJlj定されたアデイロンダック公開は(関-1 )，凶積

が5，927，600acrε におよび，アラスカの樹立公悶よりも広大である。そのうち約10%がナト!の保設

林 (StateForest Preserve)となっている(関 2の患い部分)。換言すれば 6割の私有地が混

在するという，いわば地域fI械の公開となっている。このアメリカの自然公翻の中で特J~ ともいえ

る私的土地所71守がその保全連動の展開に大きな彩を投じている。

3. 1 アデイロンダック 11If1l!.の開発i幻

ニューヨークナト!の北部に位捜し，湖沼の点在するアディロンダック11I:!ll!.(鴎-3)は，アメリ

カ独，立の結染， 1779年にニューヨークナけのものとなったが，利用できる資源もなく j提弱Hこも不適
であったがため， 191佐紀半ばまで問逃するlifJ拓前線からとり殺されていた。その地域の正確な1tl!

留が1830年までなかったことはニューヨーク市から300マイルと言う距離を考l臨すると意外に感

じられるほどである O

1825:if三にはナイアガラ滋布にも近くエリー治IJに濁したパップアローと州、|者11オルパニーイ寸近古流

れるハドソン )11 を結ぶエ 1) 一連iiiJが関 ì~íりされた。この迎illJは問者11への安価な交通手段を提供した

半開， l~fJ:j有者がアディロンダック地域を素通りする j点悶ともなった。その後，鉄道が発迭するに

つれ東部の都市の裕福な階j訟の避教地として発援した。まず， 1830年代にはアデイロンダックの

南端に位援するサラトガスプリングスがその鉱泉の人気のゆえにリゾートして繁栄し， 111中の湖
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表-1 アディロンダック保念i刻迷惑畷年淡

1779 アディロンダック地域がニュ}ヨーク州有地化

1784 ナト|潟地の払い下げが説法化

1837 地学者エモンズが紋潟1~争を主主 LL!

1866 升|が初めて民有地を災いよ11'

1872 州立公樹委民会が任f守idれる
1873 升I:iE公樹委民会が公悶化を文t守する報告を拠出
1883 森林購入予苦手$10，000が初めて配当される

1883 州有地のう己主Ilが鍛.LI:される

1884 サージェント委員会が州有地の保全制必然

1885 アディロンダック保談林設立 (681，000acre)

1885 3人で織成される森林委E司会役立ー
1886 ナHが地元に保護林の悶定資政税を払う射が'JL法イヒ
1887 森林委員会による保護林の11V也と水材の売却が忍法化
1890 f;l，有地の購入予鉢($25，000)が立法化

1892 アディロンダック公綴 (2，800，000acre)設定

1893 森林委災会が3人lIiljから 5人ililJへ
1894 ナ1'1滋法会議が係滋絡を「永久に自然に」保つ条項を採択

1895 新慾法が発布

1896 i指針水での別総地等のリース許可法案喜子決

THE ADIRO関口ACKPARK 

Can・d.

.SyracuH 

持ewYor主

Co鶴necticut

Pe側同ylv制同

r;gJ-1 アディロンダック公隊If支援隊l
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iま3-2 アディロンダック公磁の土地所有問

袋、

関-3 ラケット淘Ij(I{aquette Lak日)

を訪れるハンターや釣人も:1:現力nした。

隠1-1 マレーの執1殺のお然の他JJlfllil彼効染の係絵

1868 ij三にマレー (WilliamH. Murray) が「アディロンダックの探検 (Adventuresin the 

Wilderness) Jというガイドブックを被いたところ燦発的に売れ，その他!制活復効染(I週一 4) 
を倍じてこの本を掛えて訪れる人々が駒大した。この本によって知れ渡ったアディロンダックは

1890年にブームを迎え，都市から避器移と彼等を収容する宿泊施設が増加した(閲-5)。いわ

ゆる俗化したアデイロンダックiJJJtI!.の状況に対・してその火付け役であるマレーが不満を表明する

ほどであった。

また，結核の治療に都市から到来する人々もいた。その 1人であった援者のトゥルドー(Edward

Trudeau)は，余命幾許もないとfttぶまれていたが，アディロンダックで数年生活するうちにすっ
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関-6 ハドソン川の集1オ風致
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かり臨復し， 1884&j~にサラナック iM (Saranac Lake) 11I1!に結核療養施設を役立した。ここでは収
入のない者も収容し， j虫、者が土緩物を作って経営の足しにした。

リゾートとしてアデイロンダック地域が人気を集めると問時に，メインナト!の森林を伐り尽くし

た木材班梁が次第にアディロンダック山中に浸透して行った。製材業者は入植者のいない土地や

放棄された土地を安価に購入し，その材を伐探しはくすと加の場所に移動していった。そのころ

製鉄用の炭の穏婆が地大し，大ささや形にとらわれずに皆伐されるようになったので，森林の荒

臓が加i車された。また，初期には流送が容易な金I'~~紛の，それも…定の大きさの材にi彼られてい

た捻採対象が，鉄道の発途にともないパルプのjIZ料としての大小や樹秘に関係のない利用が可能

になるにつれて，域滅的な伐採が進んだ(国一 6)01850年にはニューヨークは全米で最大の木

材生産ナけどなり， 1900年には全米の製1オ所の 1/3がニューヨークにあった。

リゾート化による都会からの人口の流入と伐採の拡大は当然ながら対・立を引き起こした。破壊

的な伐掠に対する非難が高まった。 1864年にはニューヨークタイムスにアデイロング、ックを保留

地とする提案が掲il設された。 1868年にはコルビン (VerplanckColvin)が公錨あるいは保護森林

の設立を提案した。森林管膿官のもとで、違反者へ?罰金や倣/J、伐採水の規定や利用税の機I1又を行う

べきだと述べている。また，被はアデイロンダックの水j師、i同義機能をスポンジに例えてその保全

の必姿性を平易に説明して，人々に訴えた。

3. 2 保全巡l1i1Jの嵐 1~f.11:1， M， 15.48) 

1871年にはニューヨークタイムスが保全を支持する運動を銭関した。また， 1可年ウイスコンシ

ン州で、起きた大森林火災はアディロンダックの探会の必要性を…j議痛感させた。これらの状況か

ら1872年にニューヨーク州議会は公関委員会 (Commissionof Parks)設立法案を可決した。こ

の委鼠会は鉄道による火災の発生や製iオ産業の問題に|渇して，州保護林の設定の1iJ能性を審議す
る7人の委員から構成され，そのメンバーにはその地域を賎扱く歩き精通したコJレどンや合州憾

の林業部門の初代の主任であったハフ (FranklinBcnjamin Hough)が含まれていた。

その報告ではエリー運河の水巡維持，製材や工場の動力，農家の権批，洪水防止のための水源

泌主主の必袈性が述べられた。そのために専門家による森林管理が袈恕されたが， レクリエーショ

ンは支持されなかった。また，その委員の l人に選ばれたコルどンは耕作不適地が公開になるの

で新たな土地は必袈ないという考えを表明した。これはイエローストーン悶立公開法案審議のj遇

税で支持派が示した窓見と鎖似している。
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1883年1月にはコルビンがアディロ白ンダック1M也の測殻を委i滅された。同年，州議会は，鉄道
会社への払い下げを危慨して，ナ1'1有地の売却を禁止する法栄をiiJ決した。強1884年はサージェン

ト (CharlesSprague Sargent)を委員長として構成されたもう一つの調資委員会に$5，000の予

算が配当された。彼はこの予算の半分を地図の作成に授やした。難年の 1月にまとめられたレポー

トにはアディロンダックの森林の髄憾とその危機状態が簡潔に述べられていた。また， 52盤な管
理には私有地の鼠Jl:il.が不可欠だ、と指摘する…方，会私有地の翼収は現実的ではないとして 3人

からなるj飛車合の林業委員会の設設，伐採後のデブリの焼却など私有地を合めての森林保護の徹底，

伐採後林地を放楽するという浪費の排除の 3点が答申された。新聞の支持にもかかわらず， 1885 

年4月にはこの答申は11音般に乗りよげ，サージェントは務担したへ

しかしながら過滞会議 (theBoard of Trades and Transportation)のガードナ-(Frank S. 

Gardner)が中心となって起草した法案が州議会を通過した。この組織はニューヨーク市のビジ

ネスマンを中心にして構成された組織であるため，鉄道による運輸の独r!iを阻止するために水巡

の硲保は重姿であった。そのゆには後の州慾法の条文にも胞かされた“foreverkept as wild 

forest lands"という表現が用いられていた。これによってナイアガラ爆布保皆j也が設立された

のと|司じ1885年の 5月15泊にアディロンダック保護林 (AdirondackForest Preserve)が役立さ

れた。その条文には3名で構成される森林委員会の設援，管理員の配i誼，保設林での火災に対す

る鈎悶， 鉄道の通j過投土え泌池t也!1.域からの1司1乃]

されていた。

保護休が設立されたとは替つでもそれはモザイクのようにね有地と入り交じっていた。また，

そのナ1'1有J訟の多くは-民間の伐採業者に払い下げられたi僚に，商品倒憾のある材がすべて切払

われてから税金の滞納のため州に民った土地なので，保全よりも育成が必裂な空知]であり森林と

は11予べる代物ではなかった。今aではこのようなj掠合には放置するブリザベーション
(preserv ation)よりも育成を行なうリハビリテーシ百ン(同habilitation)的な対応が望ましい

とされるであろう。塑1886年にはこの保護林の地元の~HI に対して，ナトiがi百l定資産税を負担すると

いう法律が可決して，地元の支持が持られた。

1890年には州議会は森林委員会に将来の公閣を目指した土地の民収資$25，000を配当した。

1892年 5月213にはアディロンダック公[議設立法案が百HJ.とした。その2，807，760acreの領域のう

ち551，093acreがか|有地に過ぎなかった。また，公翻と%;してもその閥的はレクリエーシ百ンで

はなく水利保全のための践収対象域の践定であった。その後，有給の5名の委員からなる委民会

を設設するランシング (Lansing)法案がiiJ決された。このlいには伐探の規制が識り込まれてい

なかった。すなわち，製材産業の政治力にj話したといえる。これを受けて盟年には森林委員会が

設立され，その中で、の水材の販売が可能になった。

しかしながらこの伐採を許可する法に対する反対運動が広がり， 1894年のナH憲法改定会議の中

で州保護林における伐探を禁止する条項が加えられた。この法案起草の中心人物のマックルー

(David McClure)はナl'Il誌のレクリエーションを第一に祷・及しているが，ここでも水利の保全が

散大の理由として主張された。グラハム (FrankGraham)はこの条墳の“forever"ということ

ばについて，実際は多数の人が次の改定会議で、変克できるものと考えていたと説明している。す

なわち，“forev巴r"と記しながらも乱伐を抑制するための…11守的な処置と林業家たちも認識し，

あえて反対しなかった。この新諮法は1895年から施行され，さっそく売却や交換，賃貸を求める

修正案が議会で容識されたが百決され，今日にヨきるまでこの“foreverwild"条項は投っている。

このように次第に保全関係法規が整備されたが，製1オ識者・の権益が反映された森林委員会によ
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る保護林の管聴に対する批*IJが強かった。その実情については以下¥“Gardenand Forest"誌の

編集者による論説を追ってみる。

1888年4月17.此 19) 5 acre米満 5年未満の保護林地の 1)ース法案に反対を表明，鉄道会社

へのiMJlllj:の土地の 1)ースに反対，保護林は金持の別荘のためではなく.inJJ11の保全と校民の衛生

のためにあると主様。 18891CP3月肌 21)逮河への水の供給に準ずる機能として人々の健燦と生活

があげられる，永続的管理のため私有地の購入を求める，アデイロンダックの保全と林業の知識

の普及を求める。 1889年4月 :保護林地への鉄道の敷設に反対。 1889i'P7月別:鉄道の佼入に
221 

24) 
よる火災や伐採の拡大の問題を訴える。 1889年10月 :木材泥棒や樹皮剥ぎ，シカの減少皐法

25) 
ダムなどを非難。 1890年 1月 :私有地の質上げ法築の解説とその必要性を述べる。 1890年3

月261 公閣法案について， レクリエーシ罫ンはあくまでも 2次的なもの，鉄道の延長と金持の別

荘としての利用が散大の問題だとする。 1890年4月271 鉄道の問題とナ1-1立公関案での土地の購入

を支持。 1890年6月間公関設立.にともなう土地統入の支持とレク 1)エーションの坊としての73・

定的評旬liが始まる。 1890年10月札制:炭焼きによる森林破壊，クラブの所有林をファーノウカ宇都j

査し，科学的に智現!，保統的に木材・が生i獲される。 1890年12月31)アデイロンダックの36年間の

変化を説明。 1891年 l月321 伐採による変貌。 1891年2月間:公関設立と土地側格の上昇。 1891

11~ 6月341 鉄道の阻止，森林委員会批判。 1893年4月3fd 公擦|設立，林版物販売は監務次第で受
3刻51

容できるとするo 1894年3月 :伐採の故小i邸主に関する12インチ規定が小筏だと批判，訓練さ

れた林務官による監慢を求める o 1896年3月371 捺伐i問題，森林委員会批判，保護管理の問題，
381 

買上げの推進。 1987~三 1 .F.l-' :土地は高くなるばかりだから質上げ以外に保全の惑はない。

会てに記事に共通する考え方は，鉄道の校入に対する!反対，7./<.手IjがJill~致より催先する考え，科

学的林業の必WH1:.土地の鼠上げの必要性などである。しかしながら，水利をアディロンダック
保全のi副長先の理由に…賞して挙げてはいるものの， レク 1)エーシ百ンの認識が次第に高まって

きているのカ~l岱じられる。

3. 3 科学的林業の展開札柑・ 4し位。札 4V)

アデイロンダックの保全推進者の多くは掠奪的な伐採業者の活動には反対したものの，科学的

林梁を苔定しているわけではなかった。ぞれは雑誌“Gardenand Forest" や新聞の記事の I~llこ

もはっきり読み取れる。しかしながら，今日でも当てはまるが，一般の人々にとっては科学的林

業を行って伐掠された空間も木材染者が放縦に掠軍事し放践した跡地も段別がつくものではなかっ

た。とりわけ，当時， ドイツで林学を学んだ者によって林業が始まったばかりの状況のゅでは，

一般人にとって林業の必:要性を認識するのは摺嫌であった。しかしながら，拙折したとはいえ，

以下に論じるコーネル大学のj察官林の設立は環境保全のために林業の必嬰性が強く認織されてい

たことの表われとも考えられる。

連邦政府の森林部門交任者の職をピンシ百一 (GiffordPichot)に織ったファーノウ (Bernhard

Fernow)は. 189811三にアメリカ初の 4年制の林業教育機関としてコーネル大学に設立された州

の森林学部 (Schoolof Forestry)の部長臓を引き受けるとともに，アディロンダック公園内

の私有地をナ1-1が貿上げて設定された30，000ac刊の演習林の経営を進めた。この森林は30年後に

保護1'"の…部としてナHに返還されることになっていた。

ファーノウは科学的林業実践の坊として待機だととらえ，教育および経営に遇逃したが，軌道

に乗らなかった。トンプソン (RogerC. Thompson)は以下のような醜自をあげている。1.場

所の選定が惑かった。過去に有用な針葉樹は伐採され，残された材は不良であった。さらに，北
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1WJが絡棋な人々の別荘地のある湖畔に加していた。 2. すでに布部1~:tが伐採された林地を，生産

効率の良い森林に転換するためには資金が不足していた。 3.搬出の!淡に利用することが期待さ

れていた鉄道が敷設されなかったため，敷地内に加工工場を設置しなければならなかった。 4.

ブプーノウの政治力の不足が実験遂行の敵を作った。

ブァーノウは精糖会社 (BrooklynCooperage Company)と砂糖椴用のブナ材を15年に渡って提

供する契約を結んだ。彼はこれをブナ林を利用{脈経1の高いトウヒやホワイトパインに林種転換す

るチャンスととらえた。しかしながら，そこのフ。ナの多くが低質であることが判明し，契約した

滋の材を得るために伐採間樹が増大した。ブァーノウから文媛を求められ現地を視察したシェン

ク (CarlSchenk)は，林綾転換をするためには$30，000の資金は不十分なうえ，アデイロンダッ

ク自生穂ではなくヨーロッノ叶、ウヒを選択したのが椴林の失敗した係閣だと|滋恕している。

さらに，誘致した工場からの排燃やそれによる森林火災の発生と，それに対するファーノウの

対応の:tlllさが燐鎖する別荘所有者との関係を態化させた。その結来，所有者の 1人である布力な

法律家が知事に働きかけ， 1903:if:.には林学部への予算の配当を拒否させるまでに漂った。これに

よって70人の学生を擁した林学部は5年にして廃止された。

一方， 15年契約で淡智林の敷地に工場を設立した“BrooklynCooperage Company" は8

350，000も投資していたため伐採を継続し，州政府との訴訟に発展した。結潟，会社側がi控訴し

たが，その際，ナト|が広有泌を法官林用地としてJitい上げた段階で森林に…切手・を加えることが禁

!とされる保護林になると訪う問.釈も可能なため，州議法の規定と演轡林を設立する州?去の矛盾が

指摘された。さらに，この私企業の誘致を巡ってファーノウの貿任も問題となった。

以上のように当初から怒条件に泣かれたのが原因とはいえ，このコーネjレの淡潔林経営のう!と敗

は，アメリカでようやく端緒に付いた林業には大きな痛手となり，林業への期待に水を悲した。

その後，ブァーノウは合弁!l認を去り，カナダでの林業教育の発展に尽くした。

一方， 1892年にどルトモア (Biltmore)の所有者のパンダーピルト (GeorgeVanderbilt)の義

理の兄弟であるウェブ (WilliamSeward Wεbb) はビルトモアを訪れ，アメリカで後初の大規模

な林業の実践に感銘した。彼は，そこの林業を推進していたピンショー (GiffordPinchot) に，

アディロンダックにあるナハサネパ…ク (Nahas初日 Park) と呼ばれる自分の所有する

40，OOOacreの森林の調査を依頼した。同年10月に調査したとンシ司ーは，ナハサネが所有者の

別荘地を含む森林であることを考臆してか，経度の択伐施設を提案している。

炉具体的には，ここでの林業の!庶民tは{系統生産とトウヒへの誘導であった。 彼は，ナハサネの管

理マニュアルを作成するとともに， 1896年からここでトウヒの調査を隣始した。その成果が1898

年に“AdrirondackSpruc邑"という本としてまとめられた。生長最，材

たこの本が， アメリカでで、の絞初の森林施諜業油に関する出}版抵物となつたO

さ.らにこの頃にまでには，ナハサネパークに隣接する68，000acreの森林における林:業経営の

指導契約も交i渉中となっていた。このようにアディロンダ、ック公翻内の州探議林のゅでは林業は

締め出されたが，私有地の1:1コではその実践が広まって行った。

4.考 察札札札口}

ナイアガラもアディロンダックも私的土地所有がその保全の根本に|期わっていたため，規模の

j誌で1立大きく異なるが，どちらも土地の収用を目指した点が共通する。だが， ~11]jに関してはナ

イアガラが点としての鼠:)J券の保全であるのに対してアデイロンダックは聞としての保会を行なっ
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た。また，その目的もがj者が爆布の自然銃観の後元と臼iおなアクセスを拐指したのに対して，後

者で、は水淑ìi~が保全:illl闘であった。しかし，散大の溶いはナイアガラではその保全:illl出が明快

であったのに対して，アディロンダックでは建前として水源泌援が主張されたものの，実質的に

は;複雑な利擦がからんでいた。J免官すれば，ナイアガラでは総数というもので戦えたのに対して，
アデイロンダックではそれが保全議動の武器として役に立たなかったと替えよう。このことが今

日のアディロンダックの保全にも影を投げかけている O

アディロンダックで公i潤にナト|保護林と私有地が合まれる状態は今釘の日本における闘公悶に

きわめて似ている O 公l額約利用よりも将来の収用の純i灘を定めることがその設定目的だったとは

いえ，日本やイギ、1)スの地域性に類似するものがそれらの設立以前にアメリカで設定されていた

事実は議袈である。また，私有地の占める割合が非常にかったことは今日的な意味を有する O

しかし，アディロンダック公開においては禁伐の規定を初めとする諸規制は私有地の部分には適

用されなかった点で今日の日本の地域制公関と異なる。

このため，別寝所有者たちがその蹄聞を取巻くナト!有地の環境を保つことによって，その既得の

アメニティを確保するすることが，水利探会の議側に潜む保全運動の腹自であるとも考えられる。

実際，アディロンダックをレクリエーションの場として一番活用していたのはそこに関誌を持つ

絡棋な人々であった。また，ナイアガラにおいては景観とレクリエーションという風致をfliJj留に

出して人々の文持を得ることができたのに対して，アデイロンダックではそれを主たる保全理由

として掲げることができなかったのは，このj乱致カf特権的なものであるとの認織の故であると考

えられるo このことは189211三のアディロンダック公闘設定に絡して，その目的はレクリエーシ s

ンではなくあくまで水利であるという釈明されていることからも推察できる。公開は功利主義の

i時代には社会に受入れないという危供の念からそのような解釈を付加されたのであろう。

このliについて，ランテ (AlfedRunte)はアデイロンダックの保全については，自然、深境で
はなく水利の維持がi設大の動機であった点を指摘し，アメリカの自然環境保全史のゆでのf立競{す

けはそれほど議くないと考えている。これに対して，ライガー OohnF.恥iger)は保全運動の

中心はどジネスマンではなく，スポーツマンだとして，水利を主たる保全理由として考えたのは，

人々の支持を得るのに時都合だ、ったからと論じている。確かに利用者が当初は絡稿なli皆憾の人々

だ、ったとはいえ，訪問者がかなり多かったことはレクリエ…ションの場所として認識がi静寂的に

あったと考えられる。

さらに，ランテはアデイロンダックの保全は地方的なものであると述べているが，それがニュー

ヨークという政治経済の中心地域であることを鑑みると，その影響はアメリカ全体に及ぶと考え

るのが妥当で、ある。その)~:，ウィリアムズ (Michael Williams)はこの保全運動で，後の東部で、

の国立公臨設立の種子が11設かれたと述べている。さらに，州保護林のための私有地購入は， 1911 

年のウ，イークス法 (WeeksAct)による閤有林のための私有池の購入の先鞭を付けたものと認識

し，ニューヨークナト!の財政が:!w:かで、あることが可能にした保全であるとはいえ，このウィークス

法が実効性を持てなかったことを考えれば，アディロンダックでの土地の質上げは先見の明のあ

る処訟と判断した。

さらにナッシュ (RoderickNash)は1885年のアディロンダック公開設定段階ではレクリエー

ションや}~\~致をその主たる線出として表部に 11\せなかったが， 18951ドの州議法での規定制定の段

階までにはj拡散という対象のi設かれた立場が変化してきていることを示唆している。このことは

前述した“Gard巴nand Forest"誌の論調の変化からも読み取れる。

保全連鎖jに関わった人々たちは科学的林業を百定していなかった。むしろそれを過大評価し短
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期間での成果を期待し過ぎていたくらいだ。サージェントらの林学の専門家も現況の乱伐をj殺し

く糾弾する一方，科学的林業によって改替を計る必要を痛感していた。慌・織を民i決する新|鵡も乱

伐を問題として，保全の必要を訴えたが，その保全地域における林業を宙定してはいなかった。

しかしながら，大多数の人々に取って伐採 (Iumbcring)と林業 (forcstry)は|司一対象として捉

えられた。また，科学的林業の伐採段階も乱伐の跡地も多数の人々に取っては問じように醜く映っ

た。

この林業の認識不足に加えて，保全の本来の目的が水寺IJではなかったことが，林業の首定の説

明ともなる。水源秘義がま誌の目的であれば，乱伐のあと放i設されて保護林になった荒縄林地の閤

援を健逃するために育林が進められたはずである。その際，慾法の規定はむしろ陣答となる。逆

にプリザベーションを目指すのであれば，ナイアガラの場合と問機，既存の別荘地などの建物も

含めて貿収しなければならないはずだ。すなわち，別殺を演し，元の林地として後7tされなけれ

ばならない。そのことが論じられなかった背紫にある水利と別荘所有者の既得権の保持と首う利

容の妥協が，アディロンダックの保全運動の特色と考えられる。

5.おわりに

森林に対して手を加えることを…切喜子定した介|織法の規定は1950年にアディロンダックを襲っ

た識によって生じた大量の風間水の迅速な処理を臨現f~にした。理1951$に 4 年半に限ってその処

理作業を許可・するナトli去が成立したが，手IJ用可能な風倒木の!滋朽が進むだけではなく，火災の危険

が階大することが指摘された。この過程を通じて，会く乎を加えないことの是非，慾法の解釈と

その管理政策の関係，ナ1'1や間家の経済的な嬰求と慾法との関係が論議された。

さらに，ナi'I溜法の条項追加が議論されていた1894年に，この世に送り出された自動車が普及し

た今日，道路建設とレクリエーションとの関係で森林に…切手を加えないことの矛臆も明らかに

なった。しかし， 19世紀米に水手IJと別荘地の環境保全と霞う功利主義と風致が混夜した動機で慾

I去に追加された条文は，生態系の保全という近年支持される強力な保全理由を新たな動機として

今後も生き延びると考えられる。
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Resume 

In late 19th century， th己cons邑rvationmovem己nthas dcveloped almost simultan日ouslyboth in 

Niagara Fa!ls and Adirondack Mountains in thc State of New York. However， while scenic con. 

servation was relatively smoothly accepted in th巴 Niag呂raF'alls because of their publicity， va. 
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rious interεsts had to b己consid記redfor the Adirondack area which consist of patch works of prト

vate lands and state owned ones. 

For this reason. watershed prot己ctionbecame th巴 mainreason of the Adirondack conservatIon 

movement. However， another utilitarian activity callecl sci日ntificfor邑strywas deniecl in the 

stat巴forestsby the so・called'forεver wild' articl巴ofthe state constitutions. This inconsistency 

suggests that the a芭sthetics.esp担ciallyof affluent people. was real force behind the forest pre-

servation at that lime. 




